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国道７号
村上市塩野町の重大事故【ゼロ】を目指して

沿道地域の方々と検討した

～地域の皆様と一緒に、満足のいく道づくりを目指します～

本プロジェクトは、地域の皆様とコミュニケーションを図りつつ、
皆様と一緒に、満足のいく道づくりを目指すものです。

対 策 実 施 概 要

路面カラー舗装・ドットライン設置区間 （Ｓ字区間）
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交差点内カラー舗装
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事故ゼロプラン指定箇所である国道７号村上市塩野町では平成２２年８月に死亡事故が

発生し、事故危険箇所の対策を実施してまいりました。

整備にあたっては、地域の方々との現場問題点の共通認識を持つため現地合同パトロー

ル及び勉強会を開催して対策方針を決定しました。

このたび現地の事故対策が完了しましたのでお知らせいたします。

●整備内容 カーブ区間のカラー舗装・ドットラインの設置

交差点内のカラー舗装、注意喚起看板設置

カラー舗装・ドットラインの設置状況 注意喚起看板の設置状況

道の駅「朝日」
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●平成22年8月24日 重大事故の発生

●平成22年10月15日 合同パトロールの実施

●平成23年3月17日 事故対策勉強会を実施

大型車の対向車線へのはみだしによる死亡事故が発生

地域の方々（区長、塩野町小学校長、塩野町保育園長）

や村上警察署、村上市役所と道路管理者である羽越河川

国道事務所により事故発生箇所で危険箇所の現地踏査を

行い、カーブ区間における走行状況や道路状況を確認。

地域の方々（区長、塩野町小学校長、塩野町保育園長）

や村上警察署、村上市役所と道路管理者である羽越河川

国道事務所による合同調査を踏まえ、協働により事故対

策案を作成。

死亡事故発生状況

合同パトロール実施状況

事故対策勉強会実施状況

とは？

新潟県内の国交省が管理する道路の事故危険区間を、事故

データや地域の声を基に特定したうえで、集中的・重点的に

対策を実施し、交通事故の撲滅に取り組む作戦です。

※詳しくはホームページにて http://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/

【塩野町地区事故対策のこれまでの取り組み】

施 工 完 了

施工完了

対 策 決 定

塩野町の事故対対策はH22年度の死亡事故発生以降、地域のみなさんと協働で事故対

策を実施してまいりました。

今後、事故対策の効果を把握するため、効果の検証を実施し

ていきます。

効果検証


